








論文提出者氏名 五十嵐 守 
論 文 題 目 初期乳児期における自発的な肘の屈曲伸展運動の定量評価 
論文審査担当者 
（主査）教 授 出江 紳一 
教 授 木村 芳孝      教 授 田中 真美 
教 授 石山 和志       
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 general movements (GMs)を用いた乳児の発達評価は，精度，特異度とも高く，神経学的予後予測にも利用され
ている．GMs を用いた乳児の発達評価は，これまで視覚認知的に行われているが，客観的な評価の構築のためには
定量化することが課題であり，そのために GMs の運動の特徴を捉えたパラメータを同定することが必要である．本
論文は，GMs の運動の特徴を表現しうるパラメータについて，GMs の相に対応した三つの区間，修正月齢-1 ヵ月 0
ヵ月時(term I)，1 ヵ月 2 ヵ月時(term II)，3 ヵ月 4 ヵ月時(term III)を縦断的に比較検討したものであり，全Ⅷ章か
らなる． 
第Ⅰ章は序論であり，背景と目的である． 
第Ⅱ章では，肘の屈曲伸展運動の角加速度と角躍度（角加加速度）の root mean square(RMS)の値の検討を行い，
発達成長に伴い角加速度 RMS 値は，term I と term III に比べ term II に一時的に減少するU 字型に変化すること，
また角躍度 RMS 値は term I に比べ term III に減少する結果を得ている．この結果は，従来の視覚認知的な方法で
確認されている GMs の運動の発達成長に伴う変化と一致しており，有益な成果である． 
第Ⅲ章では，肘の屈曲伸展運動の角加速度時系列データに対し FFT スペクトル解析を行い，そのパワー値と正規
化した％パワー値の検討を行っている．脊髄での反射的な働きを表す 13Hz 以上の帯域のパワー値と％パワー値が
term I から随意運動が発現する term III にかけて減少してゆくという結果を得ており，これは上位中枢の発達が下
位中枢を修飾することで発達が進むという脳の階層性の理論を裏付けるものであり興味深い知見である． 
第Ⅳ章では，肘の屈曲伸展運動の角加速度時系列データに対しカオス解析を用い，最大リアプノフ指数と相関次元
について検討を行っている．予測不可能性を表す最大リアプノフ指数は term I から term III にかけて減少してゆく
という結果を得ており，随意運動の出現との関連を捉えた重要な成果である．また運動の複雑さや自由度を表す相関




以上，要するに本論文は，角加速度と角躍度 RMS 値，13-20Hz 帯域の FFT スペクトル解析のパワー値と％パワ
ー値，カオス解析における最大リアプノフ指数と相関次元で，乳児の自発運動であるGMs の相の変化を捉えること
が可能であることを示したものであり，医工学および医学の発展に寄与するところが少なくない． 
よって，本論文は博士（医工学）の学位論文として合格と認める． 
